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SCSKにおけるAIソリューションの構築、及び

本番サービス導入に向けた取組みについて

2022年7月27日

第4回 AI / Analyticsカンファレンス
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売上高推移

会社概要

商 号 ＳＣＳＫ株式会社

設 立 1969年10月25日

資 本 金 21,152百万円

売 上 高 414,150百万円（2022年3月期 連結）

従業員数 14,938名（2022年3月31日現在 連結）

本社住所 〒135-8110 東京都江東区豊洲3-2-20

事業拠点

豊洲本社
お台場オフィス
西日本 北浜オフィス/西日本 千里オフィス
西日本 堺筋本町オフィス/西日本 本町オフィス
中部オフィス
広島オフィス
九州オフィス
多摩センターオフィス
SCSKグループ沖縄センター

役 員
代表取締役 執行役員 会長兼最高経営責任者 山埜 英樹

代表取締役 執行役員 社長兼最高執行責任者 當麻 隆昭

3,366 3,586 3,852 3,968 4,141

2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期

社外評価

日経
Smart Work大賞

（2018年～2020年）

グッドキャリア企業
アワード
（2019年）

100選プライム
プラチナキャリア・
アワード

なでしこ銘柄 健康経営銘柄
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モビリティサービス事業開発センターの取組み

In-Car領域の知見／強み

ミッション ： Out-Car領域のビジネス創出／構築／展開

幅広い業界の主要企業を網羅した顧客基盤

グローバルに広がる強固なビジネス基盤

様々な顧客に提供してきたIT技術ノウハウ

データを活用し新ビジネスを
創造するIoTソリューション

AI クラウド IoT

・・・
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本日ご紹介すること

１．ＡＩソリューションの構築

２．ＡＩを活用したサービス事例

３．ＰｏＣで終わらないために



4Copyright © SCSK Corporation

１．ＡＩソリューションの構築
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１．AIソリューションの構築

Preferred Networks

○ 技術研究・開発ノウハウの提供
○ 映像解析パッケージ「ＤＩＭｏ」の提供

当該分野でグローバルでも有数の技術力を有する「Preferred Networks」と2016年に
業務提携を行い、技術及び業務適用へのコンサルティングノウハウを習得。

顧客ニーズからどのようなモデルが必要になるのか、多数の論文から
ニーズに合わせたモデルを組み上げる技術を習得する必要がある。

AI(DeepLearning)技術者の育成
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１．AIソリューションの構築

業務提携で培ったノウハウを活かし、当社で独自のモデル開発に着手。
ニーズに適した技術を論文から複数選択、独自のアルゴリズムでチューニングしながら、
DLモデル構築ツールキット「SNN（SCSK Neural Network toolkit）」を開発。

内容理解・技術検討

「SNN」の開発

モデル作成に必要な
論文をリサーチ

効率化

品質の安定



Copyright © SCSK Corporation 7

さまざまなユースケースに対応
画像認識、センサーデータ解析の
ベースモデル組合わせで、
多様なユースケースに対応。

お客様専用のAIモデル
SNNのベースモデルを成長させ、
お客様に最適なオーダーメイドAI
を構築。

安心のトータルサポート
AIモデル作成からシステムに
組み込み、運用まで一貫した
サービスを提供。

特長

SNN（SCSK Neural Network toolkit）・・・ AI構築ツールキット／サービス

１．AIソリューションの構築
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分類 機能概要 モデル名 機能説明 適用業務例

画像解析
（視覚）

人物,物体の
検出/分類

① 検出モデル 画像内から事前学習した任意物体を検出 室内人員数計測

② 分類モデル 画像を事前学習した任意カテゴリに分類 帳票種類分別

③ 分割モデル
画像内の物体を事前学習した任意カテゴ
リで色分け

空きスペース把握

④
マルチチャネル
分割モデル

不可視光等のデータを含めた映像＋αの
領域分割

植生モニタリング

人物追跡 ⑤ 類似推定モデル 2つの画像における類似度の推定 特定人物行動管理

異常検出 ⑥ 目視検査モデル 画像から異常個所、異常度合いを推定 不良品検査

距離推定 ⑦ 深度推定モデル 画像中の被写体との距離を推定 対象物配置確認

行動分類
⑧ 動作推定モデル 動画中の人間の動きから、動作を分類 特定動作監視

⑨ 姿勢推定モデル 人間や動物の骨格から動作分類を特定 運動姿勢分析

センサー
データ
解析

異常検知 ⑩ 異常検知モデル 時系列数値データに対して異常値を検出 機械故障予測

最適設定 ⑪ 時系列予測モデル
時系列データから未来のデータ変化を予
測

販売量予測

状態分類 ⑫ 波形分類モデル
複数のセンサーデータから対象物の状態
を分類

人物行動推定

文章解析
固有表現
抽出

⑬
固有表現抽出
モデル

文章から人名や日時といった単語を抽出
コールセンターの
応対記録分析

SNNは13種類のベースモデル(2022年7月時点)を保有し、用途にあわせたモデル構築が可能

１．AIソリューションの構築
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２．ＡＩを活用したサービス事例
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２．AIを活用したサービス事例

事故対応の高度化には「事故」を「検知」することが前提となるため、
事故検知サービスの確立が必須

自動車運転の社会問題化
・アクセル・ブレーキの踏み間違えなど
による高齢者の事故の増加
・暴走運転／あおり運転

損害保険会社の想い

保険契約者に対するより高度な安心安全なサポートを提供

車社会のIoT化
・ドライブレコーダー搭載車の増加
・コネクティッドカーの普及

事故検知サービス

テレマティクスデータを活用した高度な事故対応サービスの開発
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（※弊社が確認した事故データによる。）

・車両の衝突ケースが最も多い。
・縁石や壁に衝突したケースでは、接触対象を破壊するものも見受けられる。
・落輪したケースでは、タイヤがハマるといった状況から、その後走行が
可能か確認出来ないものも見受けられる。

97.3%

(608件)

2.7%

(17件)

事故発生時におけるエアバッグ展開有無について

（調査サンプル数：625件）

エアバッグ非展開 エアバッグ展開

361
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車 壁 縁石 落輪 横転 人 動物 標識 その他

エアバッグ非展開(608件)の事故原因内訳

ドラレコ
設置不良

エアバッグが展開しない事故も検知するニーズが損害保険会社にあり

２．AIを活用したサービス事例

※eCallではエアバッグが展開する衝撃のみを検知

衝撃検知の仕組みは車両緊急通報システム（eCall）でよいのでは？
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③車両の横転

②転倒したバイクの
ドライバーを轢く

④相手車両のエアバッグが
展開するレベルの事故

ドライバーの事故後の行動に支障をきたすと思われる事故事例

①動物に接触

２．AIを活用したサービス事例

動揺したドライバー（保険契約者）に安心安全なサポートを提供



Copyright © SCSK Corporation 13

２．AIを活用したサービス事例

衝撃時に車両から連携されるデータ（加速度の波形）を
深層学習（Deep Learning）手法によりAIが分析し、
リアルタイムで事故／非事故を判定する仕組み

事故データ 無事故データ

事故
非事故

事故検知サービスのイメージ

Deep Learning

送
信

読
込

読
込

解
析

通
知

学
習

事故検知アルゴリズム作成イメージ

衝撃波形検知
事故検知サービス

データ加工

データ加工

事故検知サービス開発

事故を検知した場合のみ通知

衝撃（加速度）データ
学習済みAIモデル

学習済みAIモデル オペレーター ドライバー

連
絡

事故検知サービス

2019/10 リリース 2020/3 コネクティッドカーに対応
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AIが衝撃を検知した時点、及び、その前後のデータを含めた波形全体の特徴を
捉えて学習・分析

(G)

①前 ③後②中心

X軸（左右）
Y軸（前後）

Z軸（上下）

衝撃発生時の加速度波形データ例

「①衝撃前」「②衝撃中心」
「③衝撃後」の波形の変化
の特徴をAIモデルが学習・分析

２．AIを活用したサービス事例
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車載器によって、検知される加速度情報の特徴は異なる。

加速度データに特殊な加工を加える(※)ことでデバイスによるデータ仕様の差異を吸収

デバイスA デバイスB デバイスC デバイスD

読
込

解
析

データ加工 様々なデータ仕様の差異が
吸収可能であることから、
複数のデバイスに対応可
能。

学習済みAIモデル

例：デバイスA～Dが時速30kmで前から衝突したケース

データ仕様の差異を吸収

加
工

事故

事
故
検
知

２．AIを活用したサービス事例

※特許取得
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３．PoCで終わらないために
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3．PoCで終わらないために

“Purpose” 目指す姿

実証実験までは進めることができるが本番化には至らないPoC貧乏

“Outcome” 成果・効果

上層部を巻き込み、パートナーと目指すビジネスの姿を共有する

PoC開始前にパートナーと共有した目標値に到達すれば
本番化することを合意する

“Solution” 解決手段

Outcome（成果・効果）を実現するための
・人材育成 ・ソリューションの構築
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